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皇太子殿下向妃殿下行啓時の御様子(本文配事審照)

所長の任期を終えるに当たって

来年1月半ばで所長の任期を終え，宇宙科学研究所

を去ることになる。私の能力を鎚えた大任を与えられ

任務を果たすことができるかどうか不安を抱きながら

就任したのであったが，内外の協力を得てどうにか役

目を果たすことができた。この事に対し，なによりも

まず所員各位やお世話になった方々へ御礼を申し上げ

たい。日本の学術研究も宇宙開発も大きな転換期を迎

えているこの時期に宇宙科学研究所を去るに当たって，

当研究所の将来の諜題について思うことを記してみた

L 、。

客観的に見て日本の宇宙科学が着実に前進している

ことは確かて'ある。科学衛星打ち上げ周囲体燃料ロケッ

トの開発は東大時代からの大きな遺産であるが，その

一周の努力が実を結んで平成9年2月にM-V初号機の打

ち上げを実現することができた。続いて平成 10年7月

にも打ち上げに成功しM-Vは標準機としての地位を確

立した。 M-Vによる科学衛星・探査機の打ち上げによっ

所長西田篤弘

て日本の宇宙科学の地平は大きく広がった。すなわち

「はるか」は世界で初めて電波天文学における宇宙空

間VLBI観測の道を拓き. Iのぞみ」は惑星科学への本

格的な取り組みである。一方，それ以前に打ち上げら

れた「あけぼのJ. Iょうこう J. I ジオテイルJ， Iあす

か」などはそれぞれの分野で国際的に宇宙科学研究を

リードする成果をあげている。

このように宇宙科学研究所は固体燃料ロケットの開

発，科学衛星・探査機の開発と宇宙政学研究において

着実に成果をあげ， NASA. ESA と並んで最先端の宇

宙科学研究の一翼を担っている。このことは本年 11 月

に開催した IACG. 日ー ESA 会議. NASA-ISAS 会議で

も実感したところであった。しかし諸般の情勢を見る

とき日本の宇宙科学の将来を単純にこの延長線上で考

えることはできないと思わざるを得な L、。それには内

在的な理由と外的姿因とがある。

内在的な理由の第一は，観測計画が持つべき学術的
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水準がますます高まっていることである。日本の宇宙

科学は世界の第一線にあるが，第一線における国際的

な競争は織烈である。その中で意義のある業績をあげ

続けて行くためには，研究テーマの設定が鍵を援る。

斬新なアイディアによって宇宙科学の新しい局面を切

り聞く観測を企画し，長期的なシナリオによって目的

を達成させて行かねばならなL、。当然のことながらミッ

ションは学術的意義に基づいて厳選されるべきである。

研究回線の日度化は技術の高度化を求める。太陽系

探査のためには衛庄の小型化・経盆化と極限環境に耐

える機総の開発をすすめる必要があり，探査機の自律

化技術も開発が急がれる。天文観測のためには大型展

開機造物の技術が重要であり，また複数衛星を用いる

観測妓術の開発も必裂である。その重要性に比べ現在

の技術開発体制はきわめて不十分であり，強力なてこ

入れを必要としている。

外的要因は国際情勢の変化である。チャレンジャー

事故後の雌伏期間にNASAは新しい構忽によって技術

開発を進めてきたが，その努力がすでにうたを結び，米

関の経済力の強化と相まってNASAの力誌と他機関の

格差が再び広がってきた。これに伴い米国は宇宙科学

においても自国中心の世界体制を志向しているように

見える。日本の宇市科学の主体性の確保は従来にも増

して心すべき課題となっている。

将来に向かつて宇宙科学研究所が日本の宇宙科学の

中継研究機関としての役目を果たしてゆくためには，

優れたシナリオを長期的視野のもとに策定し，研究計

画を計画的に進展させることが重要である。そのよう

なシナリオ作りの重要性はもとより我が国に限られる

ものではなく. NASAやESAではstrategic planningを

強化している。今後宇宙科学研究所が国際t品カを主導

的に進めてゆくためにはこのplanningの段階で他機関

との交流を日常的に行い，我が国の字T品・科学研究に資

する国際協力が縦突に行われるように情報交換と意見

表明を積極的に進めて行く必要があろう。このような

交流が効果を持つためには日本の宇宙科学者が揃〈ン

ナリオの質が高く，説得力のあるものでなければなら

ないことは勿論である。

一方，国内の学術研究体制jに目を移すと，行政改革

の一環として政府後闘の独立行政法人化が始められ，

国立大学と大学共同利用機関もその対象としようとす

る動きがある。しかし伐に制定された通則法による独

立行政法人は大学や共同利用機関のように自ら企画を

行う組織にはふさわしくない組織形態であると忠わざ

るを得ない。このことに関しては9月に全職Hに状況

説明を行ったが，その後も共同利用機関所長懇談会が

対応を協議しており，国立大学協会と足並みを備えな

がら年度末に向かつて結論を出すことになるものと思

われる。

大学・大学共同利用機関の制度改革における総本的

な原則は. r学!日jの自 IJiJの精神を踏まえ，学術の教

育・研究の推進に資するものでなければならない，と

いうことである。独立行政法人の問題点の一つは，中

JPJJH固と言平価に I則する規定である。大学・大学共同利

用機|地といえども計画的に運営され客観的なJf価を受

けるべきであることは当然であるが，学術研究の計画i

や評価はそれにふさわしい y ステムによって行われな

ければならな L、。宇宙科学研究所の場合，研究計閣の

策定・評価および管型巡営等は，すでに評議員会，運

営協議民会，宇宙l1Il学委n会など内外の研究省・有識

者によって締成される組織によって行われており，評

価についてはさらに園内のみならず国外の研究者をも

含む第三者評価委只会で国際的な観点から実施されて

きた。制度改革はこのような実績を踏まえ，それを生

かすものでなければならない。

行政改革に IJ!Jわる今後の検.itにおいて，字前科学研

究所は共同利用機関の-.i.l.として行動すると共に.宇

宙科学研究の特徴に即した組織の締想を姉いて行くこ

とも重要である。大型で悶際的規鎮の研究を行う宇宙

科学研究所には独特の性絡があり.函内外の宇宙開発

機関との.@携協力が緊密である。このような活動を円

滑にし，発展させる方向での体制強化が望まれる。ま

た，言うまでもなく，大学共同利用機関として大学の

研究者との一体性は宇宙科学研究所運営の綴幹をなす

ものであり，これを法的に位置付けることカi必要である。

科学衛星や探査機による宇宙や太陽系の研究は古来

人類が抱いてきた謎を解きあかす知のフロンティアで

あり. 211世紀の字'i1J IJIJ発において宇宙科学の占める重

姿性はー隠高まるであろう。しかし好むと好まざると
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に関わらず宇宙科学は宇宙開発の一環としての位置を

占めている。宇宙開発は政治・経済・外交を包含する

13.大な国家的事業であり， もし宇宙科学者が積極的に

リードしなければ宇宙科学の進路が他の要因によって

ゆがめられる恐れもないわけではない。宇宙・科学の前

途は明るいが，行政改革や国際情勢の変化を含むさま

ざまな状況のもとで広い視野を持ちながら，科学の論

理を1'tく姿勢が肝心だと思う。内外の状況を新たな発

展の契僚として生かし，宇宙科学研究所が21 位紀に向

かつて大きく飛線することを期待する。

(にしだ・あっひろ〕

〈研究紹介〉

リチウム二次電池材料の研究

九州大学機能物質科学研究所 山木準ー

1.はじめに

リチウムイオン屯池は，軽くて長時Ill]使用できると

いう特徴を生かし，携帯1:11宮古やノートブックパソコン

などに広く用いられている。機有?機務には充電して何

度も繰り返し使用できる f[1池が使用され，このような

電池は二次電池と呼ばれる。図 I に二次H~池のエネル

ギー密度比較を示す。 fG池重抵当たりでは， リチウム

イオン~1IiU!がニカド務HI池やニッケル水素帯電池に比

べて大きなエネルギー密度を持つ事が分かる。また近

年， リチウムイオン電池は屯気自動車や1uカ負荷平準

化のための大型化の研究も盛んに行われており，宇宙

別としての)gJ待も大きい。それでは，どうしてリチウ

ムイオン電池がこのような特性を持つのか，作動贋UlIl

を紹介する。

2. リチウムイオン電池の作動原理

fE 池が作動するには，悶 2に示す様に，正極と負極

を~U 解波に浸す事が必妥である。充 ia 時には，外部か

ら屯流を強制的に流すことで，正極の結晶の中にあっ

たリチウム原子をリチウムイオンとして屯解液中に放

出させ，同時に ill 解液中のリチウムイオンを負極の結

品の中に抑入する。放 HI はこの逆反応で，負極 'I' のリ

チウム原子が 1£ 極中にもどり，負極で発生する iII 子が

外部閉路で仕事をして正極に戻る。リチウムイオン Hl

池が他の屯池に比べて大きなエネルギ一統JJrを持つ最

大の理由は，他の tt!池1f t圧が1. 2V なのに対して. 3.6V

と 3僚もの高い m圧を実現している為である。この様

に， ~u 圧が高いと電解液が電気分解するため水溶液は

使用できず，非プロトン性有機溶媒電解桜が用いられる。

実際の m池は金属箔上に fE 極材料を簿く塗布してポ

リマーで固めた電極シートが用いられ，図 3のように

IE 極シート・セパレータ・負極シートを交互に重ね，

巻取った構造になっている。

3 もっと良いリチウムイオン電池を実現するには

より良いtiZ池実現にはi克エネルギー密度などの性能

だけではなく，価絡の低下や安全性の向上，廃棄l時に

環境を汚染しない事などを総合的に考える必裂がある。

3.1 新規正極材料

市販 fU 池には正極材料として主にじCoO，が使用さ

れているが，一部ではスピネル構造の LiMn ，O‘が使用

2∞

リチウムイオン二次電池
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40 80 120 Iω

重量エネルギー密度 (Wh/Kg)

図 1 各種小型二次電池のエネルギー密度
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されている。 LiMn10. の特徴は LiCoO，に比べて安価

であり，また発火などの安全性に後れている点である。

しかし. 45"(;以上では， 自己主主泣が激しく充放Hl寿命

も低下する欠点があり，多くの改良研究がなされてい

る。その他. LiCoO，と同じ結晶構造を持つ LiNio，の

使用が検討されている。この正極活物質はエネルギー

密度の楠加が期待できる興味深い材料であるが，発火

などの安全性に問題があり，当研究室でも改良研究を

行っている。また，当研究室では，酸素原子の代わり

にSO; やPOl ， MoO.1 などのポリアニオンをill \、た

Fe, (SO.)，などを正極に用いる事で，高価なcoを代わ

りに非常に安価でJ;1境にやさしい Feなどがもl!)fJでき

ないかを検討している。

3.2 電池電圧の理論検討

HI 池の HI 圧および取り出せるエネルギーは放氾に伴

う HI 気化学反応による正極と負極のエネルギ一変化に

|対述し，エントロピー|刻速の発熱・ l投熱で生じる氾池

外fflS との熱のけ i人りも J号贈する必、裂がある。エネルギー

保仔川が成りrr.つため，上記のエネルギ一変化より fG

池から取り出せる最大エネルギーを求める事が11\来る。

しかし実際には，沼地 Hi 圧を理論的に予測する 'H は困

難であるため，当研究室では .LE 極と負磁の結品機溢か

らクーロンポテンシャルを考慮、して fE 池屯圧を則論的

に求める方法を検討している。新しい正極材料や負極

材料を媒索していく上で I ;lt 圧を予測するIj"(は m裂な

手がかりを与えると忠われる。

3.3 電解液

絞近では 5V もの高い\1 11立を持つ正儀材料の発見も

報告されており.屯解放の酸化分解が問題となる。酸

化分解屯位の測定値が研究者により大きく追う事から，

当研究室では，酸化分解 m位の意味や測定法を研究し

ており，さらには高;(1位に耐える新 ;tl 解放材料の発見

を検討する予定である。 m解放は水分の混入をさける

必要があり，図 4の乾燥アルゴンを満たしたグロープ

ボックス中で実験を行っている。

3.4 安全性

リチウムイオン屯池は他の m池が水溶液の ;11 解液を

使用しているのに対して，可燃性有機能媒の ;11 解液を

用いている。内部短絡などで fE 池温度が t昇すると，

特に過充 fE 時に，これが引き金となって線々な材料の

然分解が発生し， fE 池の発火につながる。特に HI 池が

大型化すると m池内発熱で上昇した ;U 池t創立が外気に

よる自然冷却で低下しにくくなるため，安全性の確保

は依 ill に検討する必主主がある。実際の悦 ~IHrr 話などの

m池パックには過充 m保護の f目下 IfiI路が人っており，

安全性を保証しているが，使いやすい)l L池実現および

大塑化のために，安全性の改良は :m~ な研究テーマで

ある。当研究室では，これらの発火にいたるメカニズ

ムの検討を行うとともに. HI 池構成材料の熱分解開始

温度の測定を行い，高温でも熱分解しない;:l1.解液材料・

正極材料・負極材料を発見するための穆礎研究を行っ

ている。

正極セバレータ 負極

iC o0 2ベゐ °2+μ ++e-
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排気孔

ケース

絶縁仮

負極

負極リード

正極

角形電池

図 3 リチウムイオン電池町構造

円筒型電池

4. おわりに

リチウムイオン氾池は世界に先駆け日本で最初に実

用化された沼地であり，日本をはじめアメリカ・ヨー

ロッパ・韓国・中国でも多くの研究開発が行われてい

る。そのJH途は，例都機器をはじめとしてI HI気自動

車ゃfllカ負荷平司書化のための大型化をねらった研究も

盛んに行われている。近年， リチウムイオン屯池の宇

宙用として}fI途も見え始め，地上周とは巣なる特性が

要求されるlJJから，電池研究者として非常に興味深い

用途であると考えている。(やまき・じゅんいち)

お知らせ----

貴宇宙学校のお知らせ

今年も宇宙学校を下記のとおり開催します。

(A会場〕

日時平成ロ年1月 8 日(土)

会場東京大学教養学部13号館1323教室

(目黒区駒場3-8ーI)

(8会場〕

日時平成12年1月 23 日(日)

会場椛l筏J京市立産業会館(相模原市中央3-12- 1)

校長的川泰宣教侵

第l時限 ロケットと人工衛星

・将来の惑星探査計画 山 }II 宏幼教綬

・月・惑星探査ロボット 久保田孝助教授

<ビデオ人工衛星>

図 4 乾燥アルゴンを満たしたグロープポッヲス

ヲ
第2時限 宇宙の謎を探る

-地球のしっぽの発電機 篠原 育助手

・宇宙から見た宇宙一宇宙望遠鏡による天文学一

和田武彦助手

<ビデオ プラックホールを探る>

第3時限 惑星と生命

-探査で探る惑星の膝史 問凹迷l珂助手

・地球の風，火星の風，金星の風

今村 剛助手

<ピデオ 私たちの太陽系>

|則合せ先 宇宙科学研究所庶務事長企耐・広報係

TEL:042-759-8 ∞8
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*ロケット・衛星関係の作業スケジュール( 1 月・ 2 月)

1 月 2 月

5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 28

M-V-4
フライトオペレーシ，ン

(KSC)
ASTRO-E

SA オペレーション

(KSC)

5-310-29
フライトオベレーゾョン

(KSC)

〈為責皇太子殿下同妃殿下の行啓について

ぶ三子三守、、 11 月 15 日の午後，皇太子殿下同妃殿下
問 IUill

ゴ事情 II が宇宙科学研究所を御訪 Inl Iこなった。か

又と--ク ねてから最先端での宇宙科学研究活動を

両殿下にご覧いただきたいと望んでいたので，まこと

に喜ばしいことであった。

まずご覧いただいたのは本館 l階ロビーの展示であ

る。宇宙科学研究所の膝史と成果の慨笈に続いてロケッ

トと科学術坐計画をご紹介し，ローパー実験をご 11 い

ただいた。両殿下は私迷の説明に熱心に耳を傾けてく

ださり，次から次へと質問をしてくださったので，説

明にも熱が入り予定の時間を超過するほどであった。

ペンシルロケットから M-Vl こ至る発展に感心なさった

り，松尾教授がポケットからロケットの燃料をとりだ

してお見せすると「柔らかいのですね」と篤かれるな

ど，自然にとけこんで下さったのでお話ししやすく，

的川教授はジョークでの実力も発事 Iiできたようであっ

た。

続いて M-3SII の実物大モデルをご覧いただきなが

ら飛均体環境試験棟にご案内し， ASTRO-E 計画をご

説明したあと振動試験室で実機をご覧いただいた。大

きな望逮鋭を務載し，熱制御のためカプトン肢で桜わ

れて金色に姉く実物の衛昼に迫力を感じられたようで，

ここでも沢山の御質問をいただいた。続いて特殊実験

棟で「ょうこう J による太陽コロナの観測データを御

紹介した。 X線で見るコロナの劇的な変動に感嘆なさ

り，宇宙の謎への街 l興味を深められたようにお見受け

した。また ASTRO ・Eでも「ょうこう」でも，共同研

究について外国人研究者たちに直接ご質問をなさり，

国際協力が日常的に行われていることを実感していた

だくことができたと思う。

こうして 2時間あまりのご滞在時間はまたたく 11M に

過ぎ， fASTRO ・Eの成功を楽しみにしています」のお

言葉を残されて御機嫌よくお帰りになられた。

(西悶篤弘〕

肯ASTRO-E 機緩環境鼠験

11 月 4日から 16 日まで， ASTRO-E のフライトモデル

が打上時の振動と衝撃に耐えられることを磁かめる機

械環境試験を実施しました。 2年ほど前に，機造的に

問ーのテストモデルにこの機械環続試験を行ったとき

は，機械環境試験室内のガラス怠は大きくたわみ，ぽ

が落ちることを心配するぐらい凌まじいものでした。

このとき無事終了したとはいえ，宇宙研史上最大の衛

星であることには変わりなく，更にテストモデルとは

異なり，今回は結仏体などを含む各種観測装置や m子

機器が第載されています。そのため，とてもゆったり

と腰を下ろして試験を眺める気分にはなれませんでし

たが，あまり試験但当者が不安そうな表情をしている

と，今にも口から心臓が飛び t:e しそうになっている各

装世担当者が卒倒してはいけないので，冷青l'を装って

試験に臨みました。

試験は償方向 2軸，軽量軸方 l古11 軸の振動試験，そして，

機軸方向の衝撃試験の順で実施しました。試験中，轟

音をあげながら黄金の身を震わす衛星にある顧の荘厳

さを感じたのは私だけだったのでしょうか，あたりを

見回すと幾人かの先生の喉の奥に心臓が見え隠れした

気がしました。

試験後の外観チェックでは特に興常がなく，ひとつ

の大きな山を越えたように思います。 ASTRO-E はい

ろいろな箔を身につけて，いよいよフライトへのラス

トスパートに入りました。(準杉賢治)

肯第 19 回 IACG 会議開催さる

1999 年の IACG (国際宇宙科学研究機関協議会)が，

11 月 16 日から 188 まで， 日本で日目似された。この会議

は，宇宙科学を推進する NASA (米国航空宇 fn 局)，

ESA( ヨーロッパ字tJJ機関)， IKl(ロシア字術研究

-6-



所)， ISAS(宇宙'科学研究所)の 4つの機関の代表が，

年に 1回集って協議する場である。今年のホストは日

本の番で，沖縄が会議場に選 Iまれ，上記 4犠閃から，

30 数名が参加し，宇宙科学の国際協力に関する議論が

行われた。

各機関から活動状況と，国際協力の成果や，将来の

協力の可能性につき報告があった。日本からは， X線

天文， f日波天文，太陽科学，惑星探至宝などで，世界の

第一線の活躍や，図際協力の成果が報告された。また.

ASTRO-E, Muses-C, Selene, SOLAR-B, ASTRO-F,

などの近未来ミッションや，その先のミッションの検

討状況の報告が注目された。

アメワカは，ますます元気がよく， (I) オリジン

(起源)の追究， (2)太陽系の探査，(3)太陽一地球関

述現象， (4)宇宙の構造と進化の解明， という旗印の

もとに，大小とり混ぜて， ミッション正1 闘を進めてい

る。特に，注目されるのは， r集中的伎術開発プログ

ラム」という方針である。このプログラムによれば，

現状NASAの宇宙科学予算の 12%を占める技術開発を，

更に強化し， 2∞4年には， 35%にするというもので，

現状でもNASAの圧倒的な技術開発に押され放しの日

本やESAにとっては，大変な脅威となる。

更に，これとは別に， r務礎研究」という項目も，

別途，カを入れ， 2∞4年には20%にしたいという。何

と， NASA予算の半分以上を，技術開発と基礎研究に

当てることを目標にしていることになる。

ESA も， ClusterII(4 つの衛星による字衡プラズマ

物理)， Huygens(NASA のC田sini 相乗りによる土星

の月タイタン探査)， XMM(X線望遠鏡)，INTEGRAL

(ガン 7線望遠鏡)， ROSE 甘A (主主昼探査)， Matll

Expr 開(火昆オービター・ランダ)， FIRST-Planck

(赤外，サプミリ/宇宙背景放射観測)， SMART-I

(月探査・深字街技術試験)など，着実に進行してい

るミッションが印象的であった。

これらと対照的に，経済|問題で苦しむロシアに元気

がないのが，残念であった。

ワーキンググループの活動の中では， WG-I (太陽

系探査)が，従来の小天体探査に加えて，水星ミッショ

ンの協力をテーマに選定したのが注目される。アメリ

カの M田senger 計画， ESA のコーナーストーンミッショ

ンや，日本の WG で検討が進んでいる水墨ミッション

における協調が，取り上げられた訳である。

今回の IACG で最も重要な結論は， IACG の器本的

な見直しが図られ，その為の準備委員会が作られたこ

とである。今後の IACG は，各機関の長プラス 1名程

1立が wまるサミットの形をとることとなり，機関|聞協

力について将来の展望を含め幅広く意見交換を行う場

となろう。また， WG-3(データアーカイプ)及び，

3つのパネルは廃止し， WG-2(太陽地球系科学)の

存廃を上記準備委員会(宇宙研からは松本教綬が参加)

で検討することとなった。

今回ホスト国として議長をつとめた，宇宙研の西田

所長は，退官を鐙えて今回が最後の参加 l となるが，

IACG での今までの目 ~'t しい活路{に.各機関代表より，

最大級の賛辞が贈られた。(中谷一郎)

肯DASH (モーリタニア)について

DASH(高速再突入飛行)実験では，再突入実験機

の回収をモーリタニア国の砂漠地帯で行うこととして

おり，そのための準備を進めている。この度，最終の

準備確認のため， II 月 Z白から 9日のスケジュールで同

国を訪問した。一行は，事務官 3名を含む 9名である。

jlJ;?'1 にあたっては同国の関係者一同に VIP 待遇で迎え

られ，一同感謝を多とした。到着した翌日，準備確認

の一環としてへリを使った回収作業のリハーサルを首

都ヌアクンヨット郊外のプチリミ市で行った。このリ

ハーサルは，へリ倦械の受信装 i丘などの機能・操作:性

の機訟を含む l回収関述の作業を予め体験し今後の準備

の参考にするためのものである。追跡のターゲッ卜と

なるダミーの送信機を回収し鎖なうハプニングがあっ

たものの，初期の目的を述して終了した。その後，本

番回収作業時に必要となる機材の設位場所の最終確認

を行うため，さらに奥地の 7ユン，ネマ市を訪れた。

これらの調査旅行を通じて今後本番までに必要な準

備の般認を行うことができ，初期の目的を達成した。

DASH 実験に係わる悶悶との政府間の交換公文が， こ

の訪問中に締結されたとの情報が入り，今後間国の大

変好立的協力が正式に得られることとなった。交換公

文締結のための関係者一間の努力に感謝する次第であ

る。また，現地は生活環境が大変タフなものであり，

参加者一同にはご苦労を燭けた。この経験を参考にし

て，その而での準備も進めていきた L、。(安郎隆士)

肯M-V#4 第 1 組立てオベレーション

去る 10月 18 日から IOJj 30 日まで，この冬期 HこASTRO­

Eを打ち上げ予定の， M-V 賀~4号機の組立オペレーショ

ンが行われた。前号機に引き続き，組立オペレーショ

ンの簡素化が進められ，電子機務関連の作業は全て第

2オペレーションへと集約されている。今回も，先だっ

て行われた相続原での哨み合わせ試験の充笑をはかつ

ており，かつての制御系附述の試験は割愛されて，各

段ノズル部の制御ハードウェアをロケットモータに組
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み付ける作業と，ノーズフェアリングの3整備を第2組

立てオペレーションに先行して行った。所内各位は多

忙のため，小子は制御也子機器が担当ではありながら

も鈎余の代打として今オペレーションを但当するこ

ととなった。簡素化されたオベレーションも2回目と

いうことで，作業は順調，ほほ時間読み通りに進み，

大きなトラプルもなく終了した。ただ，仕機外の結合

ボルトが発見されるなどのいくつかの不具合，要処置

事項が挙げられ，水際での対処ということで，緊張の

継続を要するなと痛感させられたことでもあった。

鹿児島には限らないのだが，今期はことのほか暖か

く，桜ゃあじさいが季節を間違えて咲くなど，植物に

とっても気候は典常だったのかもしれない。聞けば内

之浦の今誕の天候はほとんど日照もなく，雨続きだっ

たとのことであるが，期間中は一貫して良好な天候に

恵まれ，わずかに2-3 日ほど計画主任が参加された時

期にだけ，雨が降っただけであった。内之浦でのロケッ

トの打ち上げも永きにわたり，ベテランの作業者と町

とのつながりも深b 、。 M氏は減益のための毎朝lの小 1

時間ウォーキングの帰りがけにとれたてのtIlをもらい，

夜道を歩いて帰る姿を目撃され，危ないからと翌朝l反

射ベルトを波されたY氏がいたりと，町民l人 l人との

接点にも大変深いものがある。こうして深く内之浦と

ともに歩んでこられた熟練の技官の方々も，この 1-2

年で大勢が退官の時期を迎えられる。宇宙研のプロジェ

クトにとって大きな痛手であると同時に，内之浦との

つながりにとっても，三事情'に惜しく寂しいものがある。

KSCには， 34mアンテナが竣工し，今回panSlon と，

∞ntractlonが同居しているかのようである。

ω旧淳一郎)

育大家先生が紫綬褒章を授章

本研究所客員教授(東北大教授)大家11:先生がこの

度紫綬褒章をお受けになりました。大家先生は宇宙'空

間プラズマの研究に関して様々な優れた業績を上げて

こられましたが，本研究所の科学衛星計画に初期のこ

ろから参加され今日の発展へと導いてこられました。

先生は「でんぱJ から「のぞみJ にいたるー辿の衛星s

探資機の実現に主導的な役割を演じてこられました。

特に.わが国独自の惑星探査の実現に関して早い時期

から大変な情熱を傾けて綴々な活動を続けてこられま

した。その巣突として「のぞみ」をはじめとする月・

惑星探査が今実現しようとしています。このような時

期に先生が紫綬褒章の栄誉に輝かれたことを心からお

おび申し上げたいと思います。(線開法-ml)

合市川人事院人事官が鹿児島宇宙空間観測所を紡問

人事院の市川!人事官が 11月 10日(水)午後鹿児烏宇

宙空間観測所を人事院関係者とともに訪問lされた。当

日は，秋晴れの下，総尾企画調整主幹とともに管理棟

で出迎え，観測所の観要説明.管理運営に関する意見

交換の後，施設見学に移った。まず最初に20mアンテ

ナ台地において，観測所全体を眺め，コントロールセ

ンターでは，打上げ後の緊迫するロケット軌道監視の

話などに感嘆され， 34mアンテナ直下では感慨深げに

立たれ，構造・システムなどについて専門的な意見交

換を行った。ロケット組立室では，来年の打上げに向

け綴入されていたM-V4号僚の計務部， フェアリング

を，惟薬庫では第1段から第3段モータをご覧になり，

垣間見えた推進薬の実際の形状などに関心を示されて

いました。最後に準備塔の最上部に上り，太平洋の彼

方へと上昇するロケットを惣像されたかのように海上

方向を見られていました。市川人事官は大学の研究者

/H身の方ですが，この訪問を機会に人事院にも，宇宙

科学に代表される学術研究の理解者が数多く増えるこ

とをJ1lJ待したいものです。(庶務哉、l長根本義久)

脅宇宙学絞・くわな関かれる

さる 11月 27日，三重県桑名市のコミュニティ・プラ

ザにおいて. r宇宙学校くわな」が開催された。 1時限

目は「ロケット・人工衛星J (講師は山川・久保田)，

2時限目は「宇宙の謎を採るJ (星野・和問)， 3時限目

は「惑星と生命J (附凹・今村)というテー7で，活

発なQ&Aが展開された。一筋純では行かない質問が

多しさすが所長の出身地という感じ。延べ入場者は

827名。「通信には赤込上と高緯度とどちらがL 功、か ?J

「ブラックホールに吸い込まれたらどこへ行くか?J

「星までの距維はどうやって青1"0 ?Jr月の足跡はなく

ならないか? J など。(的川泰宣〕
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太陽フレアの粒子加速を探るi写hqs 左第 9 回

線す
太陽フレアは，コロナ中に蓄えられた磁気エネルギー

が何らかの原因で一気に解放されて，プラズマ粒子の

爆発的な加迷と加l熱を引き起こす現象です。磁化した

字術プラズマの高エネルギー現象を示す近傍の実験室

であると同時に，宇宙~I[ijにまき散らされた枝子や~rt

依波によって，われわれの生活にも底接 ·Im接にさま

ざまな影響を及ぼします。コロナ中の磁気プラズマが

なぜ，そしてどのようにして栓子を加速するのでしょ

うか。これはまだ未解決の問題です。

フレアで加速された粒子そのものは，地球近傍にま

でやって来ないと観測することはできません。しかし

加速された電子は磁力線に沿って伝摘し，周聞のプラ

ズマにぶつかることで 10キロ屯子ボルト (keV)以上の

おいエネルギーをもっX線(硬X線)を放射します。そ

のため，硬X線によるフレアの撮像観測を行ない磁!X

線がコロナ中の磁力線のどの部分から放射されている

か知ることで，加速された~11子は磁力紙lをどのように

伝機しているか，その加速はどこでどのように起こっ

ているか，といった電子加速のメカニズムを採る手が

かりを与えてくれるのです。

1991年に打ち上げられたわが国2番自の太陽観測衛

星「ょうこう」に熔載された硬X線望遠鏡(HXT) は，

フレアの硬X線像を，空 III日分解能約5秒角，時間分解

能0.5秒という，かつてない高精度で取得できる望遠

鏡です。前任者である「ひのとり」衛星では.空間分

解能約10秒角・時間分解能 10秒でした。しかし，フレ

アの硬X線強度の変化は秒の速さであり，磁!X線を放

射する磁力線のサイズは多くの場合20-30秒角程度で

す。このため，フレアで進行している屯子加速と硬X

線放射の繰子を十分にはとらえることができなかった

のです。 HXTは「ひのとり」で達成できなかった，

IiJl!X線源の高空間・時間分解能観測をめざしました。

一般には，硬X線は物質に対して反射や屈針を起こ

さず，可視光のようにレンズや反射鏡では望退鏡をつ

くれません(ただし，最近興味深い進展があります。

本コラム第5図の田原さんの記事をご参照ください)。

そこでHXTでは. rフーリエ合成型すだれコリメータ」

を使って，艇X線像を待ています。

「すだれコリメータJ とは. 2腐の「すだれJ (硬X

線を止める金属ワイヤーを等間隔に張ったもの)を通

して磁X線を受けることで，硬X線像の 1次元方向の

~Im フーリエ成分を得ることができる装訟です。 HXT

坂尾太郎

はさまざまなワイヤーピッチと方位向を持つ2屑のす

だれコリメータを64個持っており，各々のコリメータ

の背後にi泣かれた検出総 (NaI結晶と光HI子町l倍1'l')

で似X線光子をカウン卜し 2次元の政X線像の~I羽

フーリエ成分を取得します。こうして得られた災なる

すだれコリメータを通した64側のデータの組を，地上

のデータ処理によってフーリエ成分の合成を行ない時々

刻々と変化する硬X線像を再生します。このため， こ

のコリメータ光学系を「フーリエ合成型」と呼んでい

ます。

HXTは l 【lOkeVまでの使X線を観測しており，この

硬X線を効率よく止めるため，すだれのワイヤ一部は

O.5mm)享のタングステンで作られています。一方 5

秒角の空間分解能を達成するため，一番細かいすだれ

にいたっては，ワイヤーのピッチは 105μm しかあり

ません (2胞のすだれは1.4mの距離をおいている)。こ

のようなすだれを実現するために，一帯粗いピッチの

ものを除いて. )与さ 50μmのタングステンフオイル仁

にエッチングによってワイヤーノ守ターンをfドり， この

フオイルをω校ずつ偵rrrに重ねて，すだれを製作しま

した。

「ょうこう」の打ち上げ以来. HXTはさまざまな成

果を生み出していますが，その紹介は別の機会に譲り

ます。来年にはアメリカで，すだれコリメータを汗j い

た新しい硬X線望述鋭が打ち上げられる予定です。こ

の望遠鏡は空間分解能が磁X線域で2秒角で. r 線域

での搬像もできるなどの特徴を持っており，フレアの

粒子加速の研究に新しい進肢をもたらすことがj別待さ

れます。(さかお・たろう)

「ょうこう」搭般の硬X線望遠鏡 (HXT)

-9-



ーも ~L!iiL_
サンチャゴ発

松尾弘毅

サンチャゴに行ってきました。

H- I1 A初号機のピギーパックペイロードとして打ち

上げられる予定の高迷再笑入綴DASHの追跡支援を，

チリ大学サンチャゴ局 (CEE. CentrodeEs tudi 曲

Es pacial 田)に依頼することになっており，今回の本

務は搭載トランスポ νダと地上局との迎合性試験です。

同行は NEC の松井 .ti 西両君。むしろ私が同行か。

宇宙研とサンチャゴ局とのつきあいは極めて長く，

そもそも“おおすみ"のとき最初に HI 波を受けたのが

同局であったと記憶しています。以来，この関係は絞

いており，私がトランスポンダについて深い見識を有

していないことは周知の事実であるにもかかわらず品

回出郷けたのは，かねてより現地を一度見ておきたかっ

たからということになります。

途中ダラスで 4時間の乗り継ぎ待ちをはさんで. 12

1時間ずつ，半死半生で日陥 (10 月 24 日)の'<V Iサンチャ

ゴ着。

私たちの歩いた限りでは，街は近代的で締麗で，い

わゆる旧市街にもそれらしい雰囲気の建物はあのアジェ

ンデ大統領が立徳ったモヰダ宮殿など僚かに散在する

のみです。これはちょっと期待はずれでした。市のほ

ぼ中心にあるサンクリストパルの丘にまをつて，はるか

に冠雪のアンデスを望むはずでしたが，これも快附に

もかかわらず， もやで駄目。この時期 I. 雨上がり以外

はJUI 待出来ないそうです。治安は懇くないようで，ダ

ウンタウンでも明るいうちは大丈夫. "荷くなったらや

めておけというのが平均的な意見でした。ただ，かつ

て日本のメーカの人が，“ totally 阻fe" と言われて一

日掛かりで!日 1駅の絵を描いてきて本当に大丈夫だった

そうですが，“あれは単に totally luckyだっただけと

私なら言いたい"と局の所長さんのコメントがありま

した。

さて，月曜日。腕まくりしてという段取りでしたが，

まあ，無事には始まりませんでした。

局の Di 低所長以下紹介し合ったところで，イキナ

リ， 日本から送った肝心のトランスポンダが，空港に

は着いているものの通関に手間取ってまだ手許に届い

ていないとのこと。この時点では日程に若干の余絡も

あり，チリ大学当局の努力におまかせすることにして，

午前中は試験手順の確認で十分有意義に過ごしました。

午後は当方があまりアンデス，アンデス言うもので，

局の :m: でアンデス山中標高 3α lO rn のオフシーズンのス

キー場へ。 L 、やまあ大変な道路で，自分が運転出来な

いので政阻で聞こえる私も着いた時にはグッタリで，

運転手の Martinez 氏のプライドをえらく満足させてし

まいました。帰り，松井君にJlI J手席に座るかときくと，

“ I respectfullyrefuse. sir" とのことでした。

火附 EI 。少なくとも本日中には脂かないとの事。こ

れは，チヨットしつこく聞かざるを得ません。 Di 但

氏の知る限りでは. NEC の現地代型業者がチリ大学

に免税手続きのための文書を依頼するのが遅く，それ

に税関の担当者の病欠などが重なって，大学の関係者

が色々と手を打っているところだとのこと。当方とし

てはどうにもなりません。 NEC のお二人にはイザと

なったら滞在を延長して1'rうことにし. 日本ではトラ

ンスポンダ紛失の報が流れるなど余興はありましたが，

一日を無為に過ごすことになりました。とにかく，滞

在先のホテルのある市街地から局まで 1時間はかかる

上，移動は局の車で送り迎えしてくれるので，かえっ

て気位に動くことができません。

水曜日。ようやく午後には入手予定との報に接し，

二日半遅れで試験開始。

夜，チリ大学物m!数学部長の Perez 氏ならびに Diaz

所長と会食。学部長に What isyourspecialityorsho 凶d

I 酷k “W白" ?と切り III したところ，“そのことそのこ

と"ということで談大いに弾むことになりました。

その後当方先方とも大いに頑綴り，ギリギリの金曜

午後に無事日本向けに器材を返送し.その足で帰国す

ることができました。サンチャゴ局は小さな世初です

が技術者のプロ怠識はおし残業はいくらでも OK と

申し出てくれるなど大変気持ちよく過ごすことができ

ました。

さてトランスポンダの件。現地代理業者の言い分は

また別にあって，級生門か薮の中かといったところで

すが，どうも税関担当者の病欠辺りが決め手になった

のではないかというのが私の心証です。

帰国後，疲れを物ともせず MHl との定期戦で 4イニ

ングを役げて自質点 Oないし 2という快挙を演じました

が，これは本稿とは全く無関係につき，この辺で。

(まつお・ひろき)
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1ヲ正~~~ 175 ー 射場安全の巻

長友信人

l相

/;:.,.r.c.

アイ・スヲリーンを透してうムダ

台地を見る

L -3H 伊If..

/iA介、 F 、J， J ι 〆似つl，4k"

いよいよ発射です。天気は良く段高の条例でした。

ロケヅトはとんでもない大きな音で飾寂を破り， ぐん

ぐん上昇していきました。その軌跡はぴったり予定の

コースで「さすが松尾君の計算は正確だ」と感心して

いると，念、にかくんという感じで左に 1111がりました。

「ああっ」と口から出たものの，最初にとり決めた

「爽常」の限界に来ていませんので抑えてしまいまし

た。ようやく限界を越えた時はすでにテレメータの昔1・

担Ijデータから興協・が分かったようですが，逆に盟主視点

では何も分かりません。背ZEに i曲がった白煙の軌跡が

ゆっくりと流れていくのを見ながら「コマンド，送っ

たかな」とぼんやりしていた時です。天から飽でも吠

えるような滋音とともに噴煙がサイクロイド曲線を紡

いて5， 6キロメートル先の海上に落ちて行きました。

それは点火したけど尾翼がないのでタンプリングして

務下した3段目でした。見上げるとロケットの尾翼か

何か，破片がひらひらと落ちてくるのも見えました。

最初jの取り決めを無視して，すぐに「輿常，推力停

11斗と怒lぬるべきだったかも知れません。しかし，ロ

ケット屋にはそんな非情なことは tH来ません。アメリ

カでは，セーフティ・オフィサーが情け容赦なく異常

と判断したロケットを爆破するのだと聞いて，そうあ

るべきだと思ったのは後の諮です。青空とロケットの

真白な噴燥がいっ

までも記憶に残っ

ています。空気力

学的に不安定なロ

ケットはたとえ火

がついても速くに

は飛んでL、かない

ことが分かったこ

とと，その後，筑

木智夫，橋本保j丸

東!彼久各位の協力

を待て板状破片の

務下点の分布の実

験をしたことがせ

めてもの成果でし

ず'
，川、ー。

(ながとも・まこと)

学生時代にミユーロケットの基本設計をして. ifJjの

中は距Frかしい米米で一杯でしたが，鹿児島では泥んこ

の台地とまむしが出そうな山や谷を長靴を履いて歩き

回っていた記憶ばかりです。台地から台地にケープル

をひいたり，洋式トイレ小委員会を組織したり，ロケッ

ト班かタイマ-:rifか自分でもよく分からず全部出入り

しておりました。大分議ち着いてからも打ち上げのl時

は，双眼鏡と密戒水域の閣とタイムスケジュールを持っ

て. BbJ(を上げる作業員の人逮とは1mの盟主視所に登っ

ておりました。それと言うのも山頂から海土を眺めて

「方t立何度，距離いくらに漁船」と t言えるのは高度な

技術でしたし，何よりもその頃のロケットはレーダー

やテレメーターで性能を確認する以前に自の前で事を

おこすのが得意で，ロケット騒が「目撃する」ことは

特別に重要な仕事だったのであります。

当時の花形ロケットはラムダです。ラムダは本来，

観測ロケットでその3段式のL-3Hは2α氾キロまで上が

るI!t界最大の観測ロケットでした。それを4段式にし

て. 4段目の打ち出し角と打ち出し秒時を制御して人

工衛産を打ち上げるミユーロケットのシステム試験機

L-4Sにしたことは皆さんご存じの通りです。このくら

いのロケットになると地球のスケールで持紛干するので，

手元が狂うとどこに飛んでいくか分からない位の*が

起こります。ロケットはタイマーで点火するので，必

要ならコマンドを送ってタイマーを止めたり，後には

ロケットを破域して推力を中断する事が出来るように

したことも皆さんご存じの通りです。

問題は危険伎を予測してコマンドを送る決断を下す

ことです。とくに発射I直後はレーダーの軌道予測が難

しく，目視が頼りです。糸川先生の発想で，透明な板

に肉眼で見えるはずの口ケットの予想軌道をいくつか

の方位角に対して揃L 、たアイ・スクリーンという監視

装訟を使うようになりました。

L-4Sでは私は担当のCNエンジンの動作を般かめた

後はレーダ一台地に行く習慣でしたが， L-3HはCNが

ないので気楽な山の上か盟主視船に乗るかしていました

ので， L-4Hの4号機でも成り行きでこのアイ・スクリー

ンの観測者をつとめることになりました。事前の打ち

合わせで， ロケットの軌跡が左宥に 10度とか20.度とか，

ある軌跡の外側に出た場合は「災常」と指令tE認に怒

鳴ることが私の役目と決まりました。
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「サンプルリターン計画に思う」

昔，何かの間違いで，研究社の赤い表紙の本で白鯨

を読んだことがある。ポートで鯨にこぎ寄せて，鉱を

打って鯨を仕留めるのはなんと勇敢なことかと思った。

また，航海中の月1板で鈍;を踏きながらの務など，何と

なく鯨取りに興味を持った。年が絞って，アメリカで

学会二つに続けて出席しようと欲張って，中二三日の

空きができたとき，鯨取りの記憶が蘇り家内に運転さ

せてはるばるナンタケット島に行ったことがある。そ

こにはもう捕鯨基地の面影はなく，歴史さえも世をは

ばかるというような小さな鯨の博物館が昔を諮り，観

光地になっていた。帆船時代のアメリカ式揃鯨は，ヤ

ンキー魂の発露だった。ノルウェ一式捕鯨に駆逐され

て，アメリカ式揃鯨が没泌するまで，このぬは捕鯨の

メッカだったはずだ。ペリー提督が日本に開国を迫っ

たのも，三陸許I'や熊野灘で活蹴したアメリカ術鯨船の

乗組員の休息や補給法地を，日本に求めたアメリカの

圏内事情のせいで，このことは白鯨の中にもちょっと

だけ普かれている。今も昔も勝手な型原が先に立つも

のだ。

宇宙科学研究所の小惑星サンプル計画に参加して，

特に，衝撃波研究センターがプロジェクターの部分を

担当させてnうことになって嬉しかった。目僚の小惑

星は大きな岩の固まりとか。表面に砂利が散らばって

いて，月旅行のように表面の石をちょっとつまんで持

ち帰るなど考えられな b、。探査船が軟清隆したときは，

巨大なさつまいもに蝿が止まったように見えるに途い

ない。小惑星からサンプルを採取するために，プロジェ

クターと言うピストルもどき装位で，金属の飛行体を

比較的高速で小惑星の表面に打ち込んで，砕けて跳ね

返った表面のかけらを集めカプセルに取り込んで，は

るばる地球に戻ってくることになる。

日本の宇宙科学やこれを支復する工学者にとっても，

これは初めての計画で，どうしても成功させたい。こ

の計画に蜂かる費用は，もしNASAの計画だったら，

高山和喜

宇宙研が用意できる額の百倍もするだろうと想、像して

いる。精神論だけでは何事も進まないが，にもかかわ

らず，この計画には宇宙研ばかりでなく関係した日本

の大学の多くの研究者の，死語となったが「プライド」

が懸かっている。この計画の初期の頃説明を聞いて，

この計画に，丁度. JII 中島の合戦で武聞の本阿iに単騎

で突入する楓爽とした上杉謙信のイメージが重なった。

プロジェクターを但当している私の研究室の学生は，

課題に非常に熱心に取り組んでいる。出来てしまえば

プロジェクターは単なる金属の筒にすぎないが，試行

錯誤や数値僕擬など，ここにただ取りつくまで，長年

の汗とちょっぴり涙がしみこんでいる。鯨取りが鉱を

瞬いて準備した図をi'J!惣させる。だから，学生にこの

計画を説明するとき，熊野灘の録、取りの認をした。

熊野灘の浜には見張りがいて鯨を見つけると，いく

つかの村総出で鯨を船で追L、かけて網で凶んで舗を打

ちある程度自由な動きを止めてから.最後に緑も勇敢

な漁師が鯨に泳ぎ着いて馬乗りになって，鉱で急所を

一撃して仕留めると言う。

私たちは銘を鍛えて最後に打ち込む役が但当でなの

で，何と晴れがましいことか，そのとき使う銘は鋭く

強靭でなければならず，打ち込んで折れたり曲がって

は，何とも情けないばかりでなしこの瞬間まで働い

た多くの人々の速機作業が水の泡になってしまうと，

発磁を働けている。どのように大きな，また，合理的

に事~られた計画でも，どこかに単騎突入の心意気を感

じさせるような部分がなければ，人はついてこないか

もしれないし，そのために汗を流さなL 、かもしれな L 、。

白鯨の例え話は不適当かもしれないが，この後も宇宙

研は日本の宇宙計画の船長であって欲しいと思ってい

る。

(東北大学流体科学研究所衝撃波研究センター長

たかやま・かずよし)
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